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We have 280 houses of our own planning and design in Fukui紅白. In出ISpaper 
we aimes to clear the characteristics of our works from the viewpoints of floor 
planning and to study the trends of 40 years. Floor plans are analyzed chiefly from 
the viewpoints of relation between the rooms which are mutually connected for 
family use and the other rooms. And we try to compare with other newly built 
common houses in Fukui area. The main characteristics of our works are variety 
and stability in floor planning. 













趨主 受注方法 建S鹿島.所 エ司巨額別 情遺 雇Ii面積





























的な特定目的に使用される洋室は除く)を「公室(P) J と定義し、その面積規模によって 10m
(約 6畳)未満を IKJ タイプ、 10'"'-'20 m (約12畳)未満を 10KJ タイプ、 20'"'-'30m (約18畳)未





















② 公室タイプについては、福井一般では rLKJ42%> ILDKJ 31%> IDKJ 26%の順
であるのに対して、自己作品では rDKJ51%> rLKJ 19%= IKJ 19%> ILDKJ 11% 
であり、自己作品の公室規模が相対的に小さくなっている o これを延床面積別にみると、福井
一般では面積増加にともなって主要なタイプが 10K J→ 1 L KJ→ IL DKJへと変化する
(公室規模が拡大する)のに対して、自己作品では同様な傾向的推移はみられるものの主要な
タイプは一貫して IDKJ タイプとなっている。
③ 一方、公室以外の居室数については、福井一般では r2室J40%を中心に 1'"-3室が 8割





全 l 延床面積(rl) |全 | 延床面積{凶)
体 1-99 1-100 1-120 1-140 1-160 1-180 I-zωl体 1-99 1-100 1 :JZO 1-140 1-1&0-r':"'180 1-200 
.歎{件 1mI 58 '-68-' 91 ， 18 I 48 I !8 L_I2_JZ8U 7s_L~41_zl_1 zli j9-' 60 
公1LDK 1 31 I 21 1 IS 1 3011 3411 5%11 5011 3911 1111 411 2s 1 311 911 711 m 1 31 
箪 1u 1 421 1 381 1 541 1 m 1 421 1 m 1 m 1 4ZI 1 1911 81 1 91 1 301 1 ZOS 1 m 1 10S 1 31 … ----. ----.----.- 一一一一一----..---..._--.. ・ … 〒 ..----y ・ ・・・・・・・・・ー・・…ータ1Dl 1 m 1 m 1 !BI I Z&S I Z41 1 IOS 1 m 1 191: I 5JS i 451 1 6n 1 50s 1 62S I m 1 m 1 3Z 
イ 1K 1 Ui 1 9l 1 1 1 I 191 1 43S 1 m 1 17S 1 9S I 7s 1 ZS 
プ|
10室 1411 16s1 711 211 %11 111411 411 %11 311 
鼠 1室 12911 4OS1 5611 4511 2311 IOSI 1511 611 511 1111 1S1 811 311 
重 1Z~ 1 40S 1 381 I 351 1 m 1 m 1 m 1 501 1511 19S 1 21 I zn 1 ZOS 1 3ZS 1 IOS 1 1811 101 
.13箪 117S 1 7l. 1 IS 1 911 m 1 3111 m 1 Z8S 1 Z9S 1 m 1 m 1 Z8S 1 m 1 m 1 911 J3I 
4蜜 110S I zs I 8S 1 ¥3s I 50S 1 451 1 21 S I 301 I 431 1 321 1 m 1 731 1 
民蜜なし 1 41 1 16l I 1s 1 2s I zs I 1I 1 21 1 102: 1 
銭統制~ 1 31 1 m 1 m I 431 1 m I m 1 z3l 1 n 1 13:1; I 14S I 131 1 81 1 161 1 101 1 ZOI 1 151 
居|餓鍵続き間 1 /61 1 m: I IZS 1 181 m I l5S 1 6s I 191 1 191 1 101 I 40% I m I 401 1 1111 101 I m 
宣|鎌・和+惣・敏 1911 ISI 5s1 -6iT 10I1 ml zul16s1 10sI zo~1 1611 1711 25S ...-_....・・・・....--.・・・・..._--.・・・・.-.....-一ー .-.-..1炉ー.--‘・・・・・・一一一・-----・.‘・・・・・・ー一-----・四ー-一---・・・・・・・・・・・・・一一....-----ー一一一-系l織統その他 1 611 Izt: 1 511 
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I L D KJ タイプでの保有率が福井一般以上に低い点が特異的となっている。
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剛 11..11101一体|遭遇制 ..11111剛 o1一体|遭遇制
公 LDK U 1: 5 1: 4% I : 4 I 4% 1: %9 1: ZI 1 : 8 1 
.1 LK n 1: 51: 391: 3 1 ‘111: %71: 1Z1: % 1 
.IDK'K &0 1 : ‘1: 54 1 : 51 1: 31 1: II 1: 4 1 
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2. 1: 15 1: 4 1: "1: 、.
z1 1 :111: 401: 161: %14 1 
27 1: 10 1: 40 1: 10 1: : 8 1:: 6 1:
%111:: '1: 501: 1Z1: 81: 41 
H型j が30%を占めており 自己作品における和室の独立性が相対的には強い点が特徴となっ
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r L KJ 一→タイプから rDKJ rKJ 化しつつも
タイプへと順に大規模公室へと相対的→ L D KJ 
すな
わち、 60年代前半には rK J 55%、
であったものが、 60年代後半から70年代前半には
な比重が推移しつつあることが認められる。
r 0 K J 29% 
r KJ 20%強に変化し、 70年代rOKJ 60%強、
後半には rDKJ 63%を中心に rKJ から rL KJ 
r L 0 KJ に分散し始め、 80年代前半には rDKJ 
ともに20%強に推移(r L D KJ r L KJ 53%、
し、 80年代後半には rD KJ が半r KJが減少)
の比重が31%に高まり、 90r L KJ 数を下回って















あるし、は変化が現れ始め、 90年代には rL D KJ 
といったよう
に、 80年代以前には極めて少ないタイプの登場や、
r 0 KJ タイプの「その他(洋室系列)Jという新
「接続和室系列Jタイプのr L KJ 
しいタイプの登場が90年代の特徴として挙げられ
図4. 住空間構成の年代別変化(自己作品)
るO
388 
5. まとめ
自己作品の基本的な特徴は、 「小さな公室(洋室))と「続き間(和室)Jを核にした居室群住
居の構成があらゆる面積帯に共通して現れていることと、公室とその他の居室の関係において
「一体性の強いタイプJから「独立性の強いタイプ」まで多様な構成がみられることであるが、
ただし、年代とともに「小さな公室Jから「大きな公室Jへの変化や「独立系列Jから「接続
系列Jへの変化の傾向もみられ、 90年代には新しい住空間構成のタイプが登場するなど、自己
作品においても90年代以降 f転換期Jを迎えつつあることが伺われる。この点は、敷地条件の
変化や家族人数・家族構成そしてライフスタイル等との関係を含めてさらに検討を深めること
としたい。さらに、転換期における住宅設計見直しの基本的な課題のーっとして、近代以降の
「洋風化個室化Jそして「公私室型の全面的普及J という大きな趨勢の中で、 「伝統的和
風スタイルj の現代的再生をし、かに図って統合するかという課題があるものと考えられ、この
ような視点からさらに理論的な考察を深めることとしたい。
